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「今後の小児慢性特定疾患治療研究事業のあり方に関する研究」 

分担研究報告書 
 

小児慢性特定疾患治療研究事業における R eco rd  L in k ag e 手法の開発と整備 
 

研究分担者 野間 久史（統計数理研究所 データ科学研究系 助教） 
 
研究要旨 本研究では，小児慢性特定疾患治療研究事業で収集されたデータを，外部の公

的統計や他研究事業のデータベースと正確にリンクするための標準化された R eco rd  
L in k ag e 手法の開発と整備を行う．本年度は，海外の先進的な研究機関で運営されている

システムや，有償のソフトウェアなどの広範な調査を行い，本研究事業で導入するべきシ

ステムについての設計を行うこととした． 
結果として， A u stralian  N atio n al U n iv ersity が開発した F eb rl (F reely  E xten sib le 

B io m ed ical R eco rd  L in k ag e) が相応しいものと考え，現在，その日本語化についてのプロ

ジェクトを進行中である．新たに開発された日本語化 F eb rlは，広く本邦における疫学研

究・臨床研究でも利用できるように，汎用性・公共性の高いものとして公開し，本邦にお

ける医学研究の発展に資するものとしたいと考えている． 
 
 
研究協力者:  
森 臨太郎（国立成育医療研究センター政策

科学研究部長） 
 
 
A . 研究目的 

2 次データ（secon d ary d ata）を利用した疫

学研究の多くでは，複数の異なる情報源から

のデータをリンクして，曝露・アウトカムや

交絡要因についての情報を揃え，統計的な分

析を行うことになるのが一般的である

（O lsen , 2008）．小児慢性特定疾患治療研究

事業のデータを利用した，疫学研究・臨床研

究を実施する際にも，例えば，厚生労働省の

人口動態統計などの外部情報を利用すること

により，より多くの研究仮説についての研究

を行うことができる．これらのプロセスでは，

複数のデータベースにある情報を正確にリン

クすることが不可欠となってくるが，本研究

事業では，米国の社会保障番号（ social 
secu rity n u m ber）のような個人を識別する情

報が利用できず（本邦における，その他のデ

ータベースも同様である），これらに頼らな

い，正確な R ecord  L in kage 手法の確立が重要

な課題となる．しかしながら，本邦では，諸

外国のような公共の R ecord  L in kage システ

ムやソフトウェアはなく，特に，非専門家に

は，海外の高度なソフトウェアを駆使した解

析は，困難でもある． 
本研究は，上記のような問題を鑑みて，小

児慢性特定疾患治療研究事業における，標準

化された R ecord  L in kage 手法の開発と整備

を行うものである．その一環として，非専門

家にも容易に扱うことのできる，日本語対応

したシステム・ソフトウェアを開発する． 
 
 
B . 研究方法 

本研究では，海外の先進的な研究機関にお

ける R ecord  L in kage システムの運用状況や，

情報工学領域における最新の研究動向を調査

し，本研究事業における，適切なシステム・

ソフトウェアの構築と運用方法，また，実際

の研究利用における，標準化された具体的な
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手順などの方針を策定する． 
 また，本研究事業において開発・整備され

た R ecord  L in kage システムは，より一般的に

広く本邦における疫学研究・臨床研究でも利

用できるように，汎用性・公共性の高いもの

として，W eb 上に公開し，本邦における医学

研究の発展に資することを目的とする． 
 

（倫理面への配慮） 
 本研究は，方法論やシステム・ソフトウェ

アの開発が目的であり，実際の患者情報など

を利用することはないため，倫理審査は不要

と考えられた． 
 
 
C . 研究結果 
 R ecord  L in kage の統計学的な方法論や計

算アルゴリズムについては，古くから研究が

行われており，確率的な L in kage の方法も含

め，十分に確立された方法論が存在する（詳

しくは，G om atam  et al., 2002; H erzog et al., 
2007; L i an d  Sh en , 2013 などを参照）．本研

究事業で運用するシステムでは，これらの方

法を十分に標準的な機能として備えたものを

構築することが望ましいと考えられる． 
 海外では， Statistics C an ad a の G R L S 
(G en eralized  R ecord  L in kage System ; Fair, 
2004) や U S C en su s B u reau のソフトウェア

など，公的な機関が開発したシステムが複数

開発されている．また，商用のソフトウェア

も多い（H erzog et al., 2007）．これらのソフ

トウェアでは，一般的に，高額の利用料金が

かかる．一方で，R の R ecord L in kage（Sariyar 
an d  B org, 2010）のように，フリーのソフト

ウェアも開発されている．これらを含めれば，

海外では，かなりの数のシステム・ソフトウ

ェアが利用可能であり，これまでに，それら

の本格的なシステムが一般利用可能な状態と

なっていない本邦とは格段の差がある．ただ

し，これらのソフトウェアの多くは，海外で

開発されたものであり，日本語で入力された

データベースのデータ処理に対応していない

ことなどが難点として挙げられる．また，R
の R ecord L in kage のように，特定のプログラ

ム言語に習熟していないと実践での利用が難

しいというものもあり，医学・健康科学の分

野における統計や計算機に習熟していない研

究者やテクニシャンが利用するのは容易では

ない．一方で，これらの条件を満たすシステ

ムを新たに構築するためには，膨大なコスト

と労力が必要となる． 
そこで，本研究では，上記のような条件を

鑑みて，多くのシステムを精査した結果，

A u stralian  N ation al U n iversity のコンピュー

タ科学部門のグループが開発した Febrl 
(Freely E xten sible B iom ed ical R ecord  
L in kage; h ttp ://d atam in in g.an u .ed u .au /) を
日本語化して利用することを検討した．Febrl
は，比較的新しく開発されたフリーの R ecord  
L in kage のソフトウェアであり，古典的な確

率的な L in kage の方法も含めて，最新の機械

学習の方法まで，かなり広範な機能が網羅さ

れている（C h risten , 2007; 2008）．Febrlは，

単に R ecord  L in kage の技術的なアルゴリズ

ムだけではなく，最も煩雑な，その前段階の

データクリーニングのための機能も充実して

おり，標準的に使う機能は，概ねそのまま利

用することができる．加えて，G U I (G rap h ical 
U ser In terface) によるシステムを備えてお

り，特定のプログラミング言語に習熟してい

るという必要はなく，M icrosoft E xcelのよう

な表計算ソフトの上で，データの処理・操作

ができる．利用画面のスナップショットを，

図 1，2 に示す．最近でも，システムは定期的

に更新されており，追加の機能の充実なども

期待することができる． 
ただし，問題点として，上記の通り，海外

で開発されたソフトウェアとしての例外に漏

れず，日本語対応していないことから，本研

究事業で即座に利用することはできない．本

研究では，A u stralian  N ation al U n iversity の

Febrl の開発グループの了承を得て，ソフト
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ウェアの日本語化を進めており，概ねのとこ

ろ，来年度にかけて，日本語版 Febrlを完成

できる状態に仕上げることを目標としている． 
 また，日本語化したソフトウェアは，本研

究事業のみではなく，より一般的に広く本邦

における疫学研究・臨床研究でも利用できる

ように，汎用性・公共性の高いものとして，

フリーソフトウェアとして W eb 上に公開し，

本邦における医学研究の発展に資するものと

したいと考えている． 
 
 
D . 考察 
 R ecord  L in kage の方法論の重要性は，古く

から認識されていたが，本邦で利用可能な統

計においては，米国のような社会保障番号に

よる正確なリンクができないという難点があ

り，近年でも，薬剤疫学のデータベース研究

などでも同様の議論が挙がっている（久保田，

2011）．本研究の成果として開発される

R ecord  L in kage システムやソフトウェアは，

汎用性・公共性の高いものとして，広く我が

国における医学研究の発展に資するものとで

きればと考えている． 
一方で，R ecord  L in kage そのものは，対処

療法以外の何物でもなく，科学的研究の妥当

性を保証するためには，個人を識別する正確

な ID などを，省庁・研究事業を問わずに導

入するなど，抜本的な改革が要求されるとこ

ろである． 
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図 1 R ecord  L in kage ソフトウェア Febrlのスナップショット．複数のデータベースのデー

タを，簡単な手順で連結することができる． 

（h ttp ://sou rceforge.n et/p rojects/febrl/） 
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図 2 R ecord  L in kage ソフトウェア Febrlのスナップショット．高度な L in kage のアルゴリ

ズムも，簡単な操作で扱うことができる． 

（h ttp ://sou rceforge.n et/p rojects/febrl/） 
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